
再 評 価 書

事 業 名 一般国道422号 三田坂ﾊﾞｲﾊﾟｽ 事業区分 道路事業 室 名
道路整備室

(伊賀建設事務所)

H8年度～H29年度 10,900百万円(負担率：国5.5：県4.5)
事業概要

工 期

(下段：前回) H8年度～H29年度

全体事業費

(下段：前回) 10,900百万円(負担率：国5.5：県4.5)

事 業 目 的 及 び 内 容

■当該路線の状況

一般国道４２２号は、滋賀県大津市を起点とし、伊賀市を経由し、県内陸部の急峻な地形を縦断して、北牟婁

郡紀北町に至る延長約１２５ｋｍの幹線道路です。

伊賀市北部の山地部に位置する諏訪地区から伊賀市市街地の区間は、定期バスやスクールバスも通行する、地

域の住民にとって、生活に欠かせない道路です。

しかし、急峻な山間部であるため、道幅が狭く、急カーブ・急勾配が連続する、普通車でも対向困難な未改良

区間となっています。

また、大型車が通行不能であるとともに、降雨時には、時間雨量３５㎜・連続雨量１２０㎜に達した段階で、

通行を規制する区間となっています。

■事業目的

事前通行規制を解消し、安全で円滑な交通の確保を図ります。

■事業内容

・事業計画期間 ２２年間（平成８年度～平成２９年度）

・全体事業費 １０，９００百万円（工事費：１０，２０２百万円、用地費：６９８百万円）

・計 画 延 長 Ｌ＝５，１００ｍ （起点）伊賀市諏訪～（終点）伊賀市三田

・幅 員 Ｗ＝６．０（７．５）ｍ

・主要構造物 トンネル １本、橋梁 ８橋

事 業 主 体 の 再 評 価 結 果

１ 再評価を行った理由

平成１７年度に再評価を実施後、一定期間（５年）を経過し、事業継続中であるため、三重県公共事業再評価

実施要綱第２条（３）に基づき再評価を行いました｡

２ 事業の進捗状況と今後の見込み

２－１事業の進捗状況

①平成２１年度末の事業進捗率は、３４％（工事２９％、用地９９％）となっています。

②これまでに１，７８０ｍを整備し、このうち、１，６６０ｍを供用しています。

２－２今後の見込み

平成２９年度の全線供用に向け事業を推進します。

３ 事業を巡る社会経済状況等の変化

当該路線は、伊賀市諏訪・丸柱地区から中学校や医療機関など生活関連施設のある伊賀市街地までを結ぶ路

線であり、同地区の住民にとっては生活に欠かすことのできない重要な道路であることから、当該事業の必要

性に変化はありません。

また、平成２０年２月２３日に、新名神高速道路の亀山ジャンクションからの草津ジャンクションの区間５

０ｋｍが、開通しました。

これに伴い当路線は、伊賀市街地から新名神高速道路 信楽ＩＣへ接続する道路としての役割を担います。



４ 事業採択時の費用対効果分析の要因の変化、地元意向の変化等

４－１ 費用対効果分析

○事業区間全体の費用対効果分析の結果は、

走行時間短縮便益 ９９億円

走行経費減少便益 ２２億円

交通事故減少便益 ０億円

総便益 １２１億円

総費用 １０４億円

費用便益比は、「１．２」となります。

○通行車両１台・ｋｍ当たりの換算コスト ３２円／台・ｋｍ

４－２ その他の効果

○住民の安心な暮らしの確保

諏訪・丸柱地区での火災などの災害発生時や、市内の医療機関への迅速な救急・消防活動が可能となり、

住民の安心な暮らしを確保します。

○地域住民の利便性向上

路線バス（１日１５本）及びスクールバスの通行が円滑になることで、地域住民の利便性が向上します。

○地域の産業支援

伊賀市街地や事業区間の終点側にある三田工業団地から、新名神高速道路信楽インターへのアクセスが向

上することで、産業道路として活用が期待されます。

４－３ 地元意向

「一般国道４２２号整備促進期成同盟会」（伊賀市、大津市・甲賀市）と「一般国道４２２号建設促進期

成同盟会」（伊賀市、地元自治会）から、沿線地域の生活環境を向上させる道路として、また、大津地域及

び伊賀地域を最短で結び産業・経済の発展と文化交流の基幹となる道路として、当該事業の早期完成が強く

要望されています。

５ コスト縮減の可能性や代替案立案の可能性

５－１ コスト縮減

鋼製橋梁上部工に耐候性鋼材を使用し、切土法面の法尻部にコンクリートブロック張工を施工し、維持管理

コストの縮減を図っています。

５－２ 代替案

事業の進捗状況及び費用対効果分析結果から、代替案はありません。

再 評 価 の 経 緯

当事業は、平成８年度に事業着手し、これまでに平成１７年度に再評価を実施しています。

なお、平成１７年度の再評価においては、事業継続の妥当性が認められたことから事業継続を了承されていま

す。ただし、次の点について意見をいただいています。

①今後、全体計画の工事内容について変更があった場合は、その経過について詳細に説明するべきである。

②道路整備は多様な目的を持っているものと考えられる。したがって、今後は、道路整備の目的を主たる目的と

副たる目的に分けるとともに、効果についても定量的と定性的に分けてわかりやすく説明されたい。

③費用便益比については、単に計算結果表のみを添付するのではなく、その見方及び考え方を箇条書きするなど

わかりやすい説明に努めるとともに、日当たり交通量及び事業費を交通車両１台当たりに換算したコストを明

確にされたい。

④コスト縮減については、いつの事業実施時点に比べてどのような取り組みを行い、いくら縮減したのか、につ

いて説明されたい。

⑤盛土の耐震性については、設計上の考え方を検討のうえ整理されたい。

⑥橋梁の耐久性の向上に向けて取り組まれたい。

事 業 主 体 の 対 応 方 針

三重県公共事業再評価実施要綱第３条の視点を踏まえて再評価を行った結果、同要綱第５条第１項に該当する

と判断されるため当事業を継続したいと考えています。


